參本 文中、 底本の ルビ は 「(ルビ)」 の 形式で 処理した。 

參本 文中、 〔》1〜4〕 は 底本からの 変更 部分に 関する 

入力 者 注 を 表す。 注 は ファイルの 末尾に 置いた。 

► 自分 は 風狂 人の 一 種 だ。 俳人なら 惟然坊 〔※ェ〕 の 

ような 人間 だ。 ただ 俳句が つくれない ばか リだ。 噓の 

ような 話 だが 殆どつ くった ことがない。 俳句ば かり か 

短歌 もつ くった ことがない。 どうも こんな こと をい つ 

て も 人 は 信用して くれないと 思う が、 自分ながら 不思 

議 だと 考えて いる。 

► 西 谷 〔※之〕 がしき りと 俳句 をつ くれと いってす す 

めて くれる。 昔、 川 崎に いた 時分 佐 藤 惣之助 〔※ョ〕 



► 自分の 服装 はもち ろん のこと、 他人の 服装に 対して 

も 全 然 無頓着 だ 。 樹ゃ草 や 花 の 名前が とんと わからん。 

つまり 覚えようと しないの だ。 しかし、 まさか 桜と 梅 

と 松と 杉と を 混同 はしない。 だが、 松 をスギ といって 

も、 杉 を マツと 呼んでも どっちで も かまわな いと 思つ 

ている。 しかし、 人間 は 物 を 命名す るに 決して デ タラ 

メ ではない。 スギ といえば なんとなく マッス グ なよう 

なかん じがす る。 しかし マツと いえば 必ずしも 曲がつ 

たかん じ はしない。 

► 自分 は 未だに ゼ 二の 勘定が よく わからん。 自慢して 

いえば 「根拠の 原理」 (ショ ー ぺ ン ハウェルの 哲学に よ 



る) に とらわれる ことが 少ない からだ。 しかし、 生き 

て ゆく に はかなり 不便な もの だ。 つまり ゼニを 一向 あ 

りが たがらん から オア シがズ ンズン 逃げて ゆく。 しか 

し ゼニは ほしい もの だ。 

► 自分 は 近頃 恐ろしく 気持ちが 楽に な つ た。 これ は 年 

齢の 加減 かもし れんが、 一 ッには 「如何にして 生く ベ 

きか？」 について 考える こと を やめた からだ。 つまり 

この 何十 年 かとい う もの、 僕 はそんな ことば かリ 考え 

てく らして 来たの だ。 単に 「如何にして 生くべき か？」 

ではなく 「如何にして 己れ を 忠実に、 正しく 生きる ベ 

さんざん 

きか？」 という ことにつ いて だ。 散々 パラ 考えぬ いた 



揚句、 面倒に な つたので ダダ イズムと いう 奴 を 発明 (し 

かしこれ は 本家が いる) したの だが、 それが また 一 ッ 

の 重荷に なって しまった。 そうして 未だに 僕はダ ダイ 

ストに されて いる。 なんと 命名 されても だが 僕に は 一 

向 気にならん。 それから ニヒリスト。 

► 今年 はずい ぶん 寒かった。 特別に 貧乏した からよ け 

いに 寒かった のだろう。 しかし、 やっと 暖かくな つて 

ありがたい。 冬がなければ 春の ありがた 味 はわ からん。 

万事 は みんな 相対的 だ。 みんな 面白い と 思えば 面白い 

し、 ツマらん と 思えば ツマらん。 面白い と 思えた 方が 

生きて いるに は徳 だから、 なるべく 面白がって 生きる 



にしかず。 

► もはや 一 切の 矛盾 や 不合理 も 気にならん。 俳句の 形 

式 も 気にならん。 好き勝手 放題、 ノン ノン ズィ ズィと 

生きる こと だ。 (「生理」 〔※斗〕 年代 不明) 

》1= 惟 然 (いぜん) は、 美 濃 国 関 町の 俳 匠。 本名 広 

瀬 源 之丞。 別号 は 素 牛、 梅花 仏、 湖南 人、 風羅 堂な ど。 

元禄 2 年 妻子 を 捨てて 芭蕉 門下に 入り、 京都に 移る。 

元禄 7 年、 『藤の 実』 を 刊行。 芭蕉の 供 をして 諸方 を 行 

脚し、 翁 最後の 際に も 側に 侍し 看護に 当たった。 秋挙 

編の 『惟 然坊 句集』 (文化 9 年刊) が ある。 (金 園 社 発 



行 「俳句 人名辞典」 を 参照した。) 

※之 = 西 谷 勢 之 介の こと。 1897-1932。 詩人。 奈良生 

れ。 別号 碧 落 居、 更然 洞。 学歴 不明。 「福 岡 日日」 の 記 

者な ど 流転の 生活 を 続け、 大正 匸年 大阪で 「風貌」 を 

主宰、 ブレイク、 千家 元 麿の 影響 をう けた 詩が 認めら 

れた。 著書に 『或る 夢の 貌』 (大 13.9 新作 社) 『俳人 漱 

石 論』 (昭 6 厚生 閣) など。 辻 潤と 萩原 朔太郎 が 103 

o (昭和 5) 年 2 月に 創刊した 雑誌 「ニヒル」 (3 号で 

つぶれた) の 寄稿者の 一人であった。 辻 潤との 詳しい 

関係 は 不明。 (日本 近代文学 館. 小 田 切 進 編、 講談社 発 

行 「日本 近代文学 大 辞典」 昭和 S 年 1 月^日 第 3 刷 を 



参照した。) 

※ョ卩 1890-1942。 詩人、 作詞家。 少年の 頃から 佐 藤 

紅 緑の 門に 入って 俳句 を 作った。 感覚の 明るさ、 色彩 

の はなやか さ、 言葉の 饒舌 さな どに 際立った 特色 を 示 

し、 北 原 白 秋と 違った 性質の エピキュリアンの 風貌 を 

みせる ようになった。 のち、 歌謡曲の 作詞 を 手がけ、 

やがて レコ ー ド 会社の 専属 作詞家に なり、 § 余りの 歌 

謡曲の 歌詞 を 作った。 1933 年、 萩原 朔太郎 の 末 妹、 

アイと 結婚。 ^冊の 詩集。 3 冊の 句集。 釣に 関する 本 

7 冊 を 残した。 辻 潤との 関わりの 詳細 は 不明。 192 

1 年、 辻 潤が 母子 を 引き連れて 住んだ 川 崎 砂子の 家 は、 



佐 藤惣之 助の 紹介に よる ものと いう。 (伊藤 信吉編 「新 

潮 日本文学 辞典」、 日 外 ァソシ ェ— ッ編 「詩歌 人名 事典」 

を 参照した。) 

※ 4 = 萩原 朔太郎 創刊の 雑誌。 
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